高校生のための仕事図鑑		
No.３２　専門学校教員
ヒアリングシート

＜使い方＞
インタビュー動画を視聴して、シートの（　　　　）内に入る言葉を書いてください。聞き取れなかったときは、繰り返し聞いてください。

Q1　仕事の内容を教えてください

ブライダル専攻で、授業に入って午前と午後学生対応しております。

Q2　学生対応で気をつけていらっしゃることは何でしょう

私が話す内容がすべて正しくはないっていうのを頭に置きながら、これが正解だという形で断言するのではなくて、こうするとどうですか、というふうに学生に（　　　　　　　）をする形で対応するように行っております。

Q3　この仕事が他の仕事と違うところというのはどんなところでしょうか

私は前職ブライダルの方で働いていたんですけども、ブライダル業界は（　　　　　　　　　　）でお客様を対応していたんですが、この仕事に入ってからは同じクラスメイトと毎日顔を合わせるというその場限りではない関係といいますか、一人一人しっかりと、一日一日向き合って仕事をしていくというところでは、他の業務とは少し異なる部分なのかなと思っています。

Q４　この仕事ができるようになるためのステップのようなものがありましたらお願いします

まずは（　　　　　　　　　　　　　）をすることからいつも始めています。初めて仕事を取り組むにあたって、何がわからないのかもわからないっていう状況がいろんな人が通っていく道だと思うんですけども、その中で私がなりたい理想像の人を一人決めて、その方の口癖だったり表情だったり、言い方だったり、授業の進め方などすべて真似をしています。それで基盤ができたあと、私自身の色を載せていくという形で、まずは人の真似から始めて、そこから（　　　　　　　　　　）に変えていくという形で仕事をしています。



Q5　この仕事のやりがいは何でしょう 

毎日（　　　　　　　　　　）ことができるところです。自分一人ではわからなかったことが、学生だったり、教務の先輩方だったりのおかげで（わかるようになったり）、しっかりコミュニケーションを取る中で自分の存在意義というか、「私、ここにいていいんだ」というのをすごく認識できる場所なので、やりがいにつながっているかなと思います。

Q6　この仕事に就こうとしている人へのアドバイスをお願いします

まずは自分の生きたいように生きる、やりたいことを明確にする、自分のことを知るっていうのが一番近い道なのかなっていうふうに思います。ただ、自分と向き合ってるだけだと、自分のことってなかなか知れないと思うので、そこは他者と関わっていく中で、自分でこういうことが好きなんだ、こういうことがやりがいに感じているんだ、逆にこういうことが少し苦手だなっていうのも認識していただいて、そこから人に伝えることの大切さだったり楽しさだったりを実感していただけると、教員になった時も学生対応だったり、いろんなことに活かせるのかなと思います。

Q7　あなたにとって仕事とは何でしょう 

生きるために必要なお金を稼ぐっていうのが一番にあるんですけども、ただそれだけだと面白くないので、このお仕事でいかに自分が（　　　　　　　　　　　　　　）っていうのはすごく大切にしています。

Q8　学生と社会人の違いは何だと思いますか

自分のことに責任を持っているかどうかだと思います。自分の人生を（　　　　　　　　　　）にしてないか、自分の人生を楽しむためにしっかりと自分で努力ができているかということです。
学生の時は、環境のせいにしたりとか、大人のせいにしたりとか、そういったのがあると思うんですが、大人は自分で自分の人生を謳歌しないといけないので、そこが大人と子ども学生の違いなのかなと私は思っています。

Q９　高校生へのメッセージをお願いします

高校生という今しかできないことがたくさんあると思います 勉強しかり、遊びしかり、バイトしかり何でも大丈夫なので、今やりたいこと、今しかできないことっていうのも、ぜひ一生懸命やってほしいなというふうに思います。


ヒアリングシート
Q1　仕事の内容を教えてください
基本的にブライダル専攻で、授業に入って午前と午後学生対応しております。

Q2　学生対応で気をつけていらっしゃることは何でしょう
私が話す内容がすべて正しくはないっていうのを頭に置きながら、これが正解だという形で断言するのではなくて、こうするとどうですか、というふうに学生に提案をする形で対応するように行っております。

Q3　この仕事が他の仕事と違うところというのはどんなところでしょうか
私は前職ブライダルの方で働いていたんですけども、ブライダル業界は一期一会でお客様を対応していたんですが、この仕事に入ってからは同じクラスメイトと毎日顔を合わせるというその場限りではない関係といいますか、一人一人しっかりと、一日一日向き合って仕事をしていくというところでは、他の業務とは少し異なる部分なのかなと思っています。

Q４　この仕事ができるようになるためのステップのようなものがありましたらお願いします
まずは目標とする人の真似をすることからいつも始めています。初めて仕事を取り組むにあたって、何がわからないのかもわからないっていう状況がいろんな人が通っていく道だと思うんですけども、その中で私がなりたい理想像の人を一人決めて、その方の口癖だったり表情だったり、言い方だったり、授業の進め方などすべて真似をしています。それで基盤ができたあと、私自身の色を載せていくという形で、まずは人の真似から始めて、そこから自分の強みに変えていくという形で仕事をしています。

Q5　この仕事のやりがいは何でしょう 
毎日人と接することができるところです。自分一人ではわからなかったことが、学生だったり、教務の先輩方だったりのおかげで（わかるようになったり）、しっかりコミュニケーションを取る中で自分の存在意義というか、「私、ここにいていいんだ」というのをすごく認識できる場所なので、やりがいにつながっているかなと思います。
Q6　この仕事に就こうとしている人へのアドバイスをお願いします
まずは自分の生きたいように生きる、やりたいことを明確にする、自分のことを知るっていうのが一番近い道なのかなっていうふうに思います。ただ、自分と向き合ってるだけだと、自分のことってなかなか知れないと思うので、そこは他者と関わっていく中で、自分でこういうことが好きなんだ、こういうことがやりがいに感じているんだ、逆にこういうことが少し苦手だなっていうのも認識していただいて、そこから人に伝えることの大切さだったり楽しさだったりを実感していただけると、教員になった時も学生対応だったり、いろんなことに活かせるのかなと思います。

Q7　あなたにとって仕事とは何でしょう 
生きるために必要なお金を稼ぐっていうのが一番にあるんですけども、ただそれだけだと面白くないので、このお仕事でいかに自分がどう楽しく生きていくかっていうのはすごく大切にしています。

Q8　学生と社会人の違いは何だと思いますか
自分のことに責任を持っているかどうかだと思います。自分の人生を他人のせいにしてないか、自分の人生を楽しむためにしっかりと自分で努力ができているかということです。
学生の時は、環境のせいにしたりとか、大人のせいにしたりとか、そういったのがあると思うんですが、大人は自分で自分の人生を謳歌しないといけないので、そこが大人と子ども学生の違いなのかなと私は思っています。

Q９　高校生へのメッセージをお願いします
高校生という今しかできないことがたくさんあると思います 勉強しかり、遊びしかり、バイトしかり何でも大丈夫なので、今やりたいこと、今しかできないことっていうのも、ぜひ一生懸命やってほしいなというふうに思います。



